






研究目的 

昭和 62 年度の研究報告では,研究協力者の 7施設を対象にして新生児頭蓋内出血の実態調

査結果を報告したが,超音波診断および CT 診断がルーチン化した現在,早期産児では脳室

内・周囲出血例,成期産児ではくも膜下出血および硬膜下出血例の多いことが判明した。そ

こで昭和 63年度は新生児頭蓋内出血の実態調査を行った。その目的は新生児集中治療の進

歩した現時点での頭蓋内出血の状況を把握し,本疾患に関する問題点を明らかにするため,

全国的な実態疫学調査を目指したものである。また一方早期産児については,とくに極小未

熟児の脳室内出血に関して,その発生および重症化に関与する危険因子を分析する目的

で,7施設に共通した調査表(昭和62年度新生児管理における諸問題の総合的研究報告書参

照)に従って前方視的共同研究を実施した。 

新生児頭蓋内出血に関する個別研究としては,臨床的立場では,脳室内出血の瞬間を影像的

に捉え,その前後における生理学的パラメータを検討する目的で行った持続的超音波モニ

ター,また頭蓋内出血に対する治療法の検討を行った。 

一方基礎的研究として,本年度は早期産児の脳室上衣下出血の発生が動脈性か静脈性かを

判明するための病理学的検討,同じく脳室上衣下出血の内因として考えられている上衣下

胚層の血管の脆弱性を具体的に証明する目的で,血管の発達を免疫組織化学的に研究が行

われた。 


